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どが今後の課題となる。最後に参考文献リストを付し、全体の分量としては、A4 判横書きで 177 頁、400 字詰め













模索するところ、中国古代から近代にかけてあった養老制度が清朝以後の 1912 年から 1980 年までの間の空白に
よって再構築が必要になっているというところ、儒家思想の影響のため伝統的な家族観の残る中国では日本とは
異なる在宅終末期ケアの課題があるというところなど、日本の研究者から見ても新鮮な論点が多く含まれている。 
 公開審査会では、比較の方法、伝統的な死生観に対するアンビヴァレントな姿勢、三つの生命理論の統一、在
宅終末期ケアといった主張に弱いところがあるのではないか、という疑問も出されたが、本論文がこれまで先行
研究がほとんどないテーマにさまざまな角度から取り組んだそのオリジナリティを損ねるものではない点で、評
価は一致した。また、一見すると、膨大な情報を繋ぎ合わせるのに追われてしまって、必ずしも独自の議論を展
開できてはいないのではないか、という疑念を抱く向きもあるかもしれないが、留学生として来日してから５年
半という年月でこれだけの情報を収集・整理・駆使して、両国の終末期ケアの現状と問題点をこれだけ分かりや
すく整理して、自分なりの結論をまとめあげ、さらには提言にまで持って来た本論文は、類い稀なる成果として
高く評価することができる。 
 よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 
